
様式１－１ 

指  定  管  理  業  務  評  価  結  果  書  

１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称 倉敷市 まびの道 

(2) 指定管理者 

所在地 倉敷市中島２７１４番地１ 

名 称 社会福祉法人 あけぼの福祉会  

代表者 理事長 重利 陽子  

(3) 公の施設の所管部署  社会福祉部 障がい福祉課  

(4) 評価対象期間 令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで  

 

２ 総合評価結果 

(1) 市の評価 

 今年度は昨年度に引き続き「コロナ禍での施設

運営について」を重視して評価した。 

 コロナ禍においても、新規の仕事を受注するな

ど、利用者の工賃向上のための努力を常に行って

いる点は評価できる。  

 面談・訪問・電話などの個別支援を実施し、コ

ロナ禍でも利用者が精神的に不安定とならない

よう最大限の配慮を行いながら施設を運営して

いる点も評価できる。  

 

総合評価 

 

A 

(2) 指定管理者の自己評価  

 昨年に引き続き、目に見えない脅威に対しての不安と、行動

制限のかかる事に対してのストレスを抱えながらの一年を過

ごしました。 

 就労面では、昨年度より社会情勢を捉え、激減していく請負

作業を見通し、新規の仕事を確保するなど先の見える動きをし

ました。まびの道で請け負う仕事は、メンバーさんと社会と地

域を繋ぐ治具と捉えています。仕事を通じて社会全体の状況を

身近に感じ、施設外作業を通じては気力、体力を継続するなど、

就労を手法に精神の安定と工賃の向上に繋がり、大きな意味で

個々の生活の安定と個別支援サービスの達成になっていると

感じています。 

 生活面においては、コロナ禍にあっても状況を見ながら、ス

トレス発散の機会を取り入れる等、職員の発想が試される期間

であると強く感じています。  
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 先の見えない時代ですが、地域に存在する「就労継続支援Ｂ

型施設」としての役割と、職員としての向上心と、自覚をもっ

た運営を心がけていきたいと思います。 

(3) アンケート結果の概要  

○管理運営及び支援内容については、概ね満足している。全体

の満足度は９３ .３％であった。 

３ 施設の利用状況  

(1) 利用実績 

利用者数（人） 

 R3 年度 R2 年度 特記事項 

開所日数 257 256 前年度比 100% 

延利用者数 5,436 5,130 前年度比 106% 

１日平均 21.15 20.04 前年度比 106% 

    
 

(2) 事業の内容 

・農園芸作業 

・アダプト事業（岡山県）  

・倉敷市花苗請負事業  

・施設外就労（倉敷きのこ園*週４回、水島中央病院、倉敷リハビリテ

ーション病院、紀念病院、玉島市民交流センター、松田病院、特別

養護老人ホームみずき会、ラスパ、ぶどうのたね保育園、水玉車輛） 

・委託加工作業（ペガサスキャンドル（ろうそく組み立て）、柏木（自

動車関係）） 

・委託作業（＊トルク（ねじ封入作業））＊新規  

・請負契約作業（社会福祉施設、老人施設、病院等） 

・自主生産（野菜、花苗、鉢植え）販売促進活動（地域、同法人内）  

・イベント参加（緑化フェア（アリオ）） 

・各種研修の実施 

・レクリエーション（季節行事） 

・ひまわり号協賛、箭田駅前花壇植え込み、配布 

・その他（調理実習）  
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４ 収支 

(1) 収入 

（指定管理者の収入） 

 

 総額  ４０，３８８千円  

  市からの指定管理料（委託料）   ４０，３８８千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

 総額  ３９，２０８千円  

  主な支出  人件費       ３１，２３５千円 

        光熱水費         ３０５千円 

        修繕料          ７０４千円 

        備品購入費      １，５９３千円 

        通信運搬費        ３０２千円 

消耗品費         ３１７千円 

施設管理委託費      ３８５千円 

        その他経費      ４，３６７千円 

 


